


環境報告書について

本報告書は、株式会社オイルプラントナトリの２０１２年度の

環境保全への取り組みと実績を報告するものです。
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　代表取締役社長

　弊社は、2011年3月11日の東日本大震災で津波による壊滅的な被害を受けましたが

BCP（事業継続計画）に基づき、まず被害状況を即座に把握し、災害本部を立ち上げ

BCPを発動させた事により、1週間で事業を再開させる事が出来ました。

　また、我が社のスローガンである“次流嗅技”（次の流れを嗅ぎ取る技を磨く事）

によって、同業他社も同じように被害を受けている事から、協力体制を迅速に築きお客

様にご迷惑をおかけしない様に行動できた事が信頼に繋がったと思っております。

　その取り組みに対し、世界最大の非営利組織団体BCI（Business Continuity Institute）

から最優秀賞を受賞しました。

　今回の教訓として、同業者同士の協力体制が実に大事な事であると痛感し、東北だけ

ではなく関東方面の同業者とも協力体制を締結できるようにし、安全・安心を提案出来

る企業として活動してまいります。

　これからも、私たちオイルプラントナトリは「環境保全と省エネルギー」をコンセプ

トに木くずや廃油を燃料にした、創業時の理念のもと、自然環境との共生、そして

クリーンな社会環境・人にやさしい環境等、グローバルな視点に立った姿勢で

事業に取り組んでまいります。

今後共より一層の御指導と御鞭撻の程を切に御願い申し上げます。

　

　

武田　洋一

ご 挨 拶

 

【理想と現実のギャップを炙り出せ】
経済環境変化は「日新・日進」、理想も固定観念では社会の変化スピードに着いて
行けない時代です。今、何が大切で何が求められているか常に考え行動しましょう!!
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❒ 社 名 　株式会社オイルプラントナトリ ❒ 産業廃棄物処分業許可

❒ 創 業 　昭和３２年３月 　　産業廃棄物処分業

❒ 本 社 　宮城県名取市増田三丁目４番３号 　　特別管理産業廃棄物処分業

❒ 事 務 所 　宮城県名取市下増田字広浦５２番３号 ❒ 産業廃棄物収集運搬業・許可（県）

  ☎ 022-382-2713　　6022-384-0946

　　eｰmail　opn-amenity@msf.biglobe.ne.jp

    http://www.opnatori.co.jp/

❒ 第 1 工 場 　宮城県名取市下増田字広浦３５番４８号

❒ 第 2 工 場 　宮城県名取市下増田字広浦５２番３号 

❒ 法人設立 　昭和６３年４月

❒ 資 本 金 　３，０００万円

❒ 役職員数 　４６名（平成２５年８月１日現在）

❒

❒

❒ 石油製品販売業者

通商産業省第２-４-０-２７４０号

❒ 販売品

　・バイオECO燃料（BDF）

　・再生Ｂ重油

　・鉱物系補助燃料

　・塩素含鉱物系補助燃料

　・溶剤系補助燃料

　・塩素含溶剤系補助燃料

　・剥離剤

❒ ❒ 受注産業廃棄物のリサイクル率推移

第２工場　7127.41m2 第１工場　6230.71m2

敷地
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〔主要設備および処理能力〕

❒ 運搬車輌

❒ 中間処理施設

　・油水分離処理施設 　・１号機破砕処理施設 　・２号機破砕処理施設 　・中和処理施設　

　・混合処理施設 　・廃食油の燃料化施設 ・廃棄物分析室

❒ 処理工程図

廃オイル⇒再生重油

30ｍ３／日（10時間稼動）
廃酸・廃アルカリ⇒加工用水

43ｍ３／日（10時間稼動）

廃溶剤⇒代替エネルギー

廃プラ⇒4.6ｔ／日（８時間稼動）
木くず⇒19.6ｔ／日（８時間稼動）

廃プラ⇒固形燃料
11.4ｔ／日（８時間稼動）

てんぷら油⇒ＢＤＦ

15ｍ３／日（10時間稼動）

12ｔﾀﾝｸﾛ-ﾘ- 4ｔﾀﾝｸﾛ-ﾘ-

12ｔｳｨﾝｸﾞ 移動中間処理車

蛍光Ｘ線分析装置等

3tウィング

６ｔｸﾚ-ﾝ車

（平成２５年６月１日現在）

中和撹拌タンク

136ｍ３／日（10時間稼動）
水溶性廃液⇒加工用水

運搬車両 構内車両
１２ｋℓタンクローリー ３台

１０ｋℓタンクローリー ２台

　４ｋℓタンクローリー ３台

　１２ｔウィングパワーゲート付車 １台

　８ｔウィング移動中間処理車 １台

　６ｔウィングパワーゲート付車 １台

　６ｔユニックパワーゲート付車 １台

　３ｔウィングパワーゲート付車 １台

　３ｔ平パワーゲート付車 ２台

　２ｔ平パワーゲート付車 １台

　３ｔローリー燃料配達車 １台

　ライトバン ２台

　４ｔアームロール車 １台

　４ｔアームロール車 1台

　４ｋℓタンクローリー 1台

　フォークリフト 5台

　６ｔ平移動中間処理車 1台

　２ｔダンパー車 1台

２０台 9台

車両内訳

合計



  環境方針
　　株式会社オイルプラントナトリは廃棄物の有効利用、及び再資源化を通じて

　　生活環境の継続的な向上に全社員参加で貢献します。

1. 委託された廃棄物は、安全且つ適正な収集運搬と処分を行うと共に、有効利用、再資源化技術の

向上に取り組み、環境保全、省エネルギー、省資源に努めます。

2. 作業工程での環境への配慮に努め、汚染の予防及び環境マネジメントシステムの継続的な改善を

します。

3. 環境に関する法律、規制、条例及びその他要求事項を遵守します。

4. 環境目的、目標を定め、実施状況を確認し、定期的に見直しを図ります。

  『≪もったいない≫をモットーに重点テーマを次に定めます』 

  　 ◎    バイオＥＣＯ燃料（廃食用油の燃料化）による大気汚染物質の低減に寄与

  　 ◎    施設・設備・作業環境の点検及び管理の徹底

   　◎    ＭＳＤＳや物性表の入手を徹底し廃棄物の安全性の確認により適正処理

  　 ◎    収集運搬における車輌及び容器の点検及び管理の徹底

   　◎    事業活動におけるエネルギー消費とCO2発生の削減

  　 ◎    廃棄物の燃料化、原料化、資源化のリサイクルの推進

5. この環境方針を継続的に実行するため、文書化し全従業員に周知します。

6. この環境方針は、積極的に社外に公開します。

株式会社　オイルプラントナトリ

代表取締役社長　武田　洋一

2013年1月15日

環境保全活動に関する方針

１、クリーン アメニティー

１、クリーン マネジメント

１、クリーン チャレンジ

経営理念



環境管理組織体制

当社の環境保全活動は、下図のような体制で運営されています。
メンバーが全員役員で構成される≪環境保全委員会≫を設置し、経営と現場の両方の

視点から迅速な対応を実現しております。
また、事業活動全体の環境負荷を把握し、効率的な環境活動を行うため、ＩＳＯ事務局

会議や生産会議（各部間の連携を目的とする）および内部環境監査員、各管理委員会の
協力の上で、定期的なチェック体制は欠かす事の出来ない重要な活動です。

主な活動組織
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事務局兼務

開発研究室

運送担当取締役

生産担当取締役

（４名）

代表取締役社長

環境保全委員会

環境管理最高責任者

全従業員 全従業員

内部環境監査員
（部長会）

社長

営業部

生産会議

ＩＳＯ事務局（定例会議）

各管理委員会

専務

運送部

常務

総務担当取締役

営業担当取締役

全従業員全従業員

生産部 総務部

環境管理責任者



《エネルギー使用量の削減》

２０１２年度からは、BDFの使用量と販売量は順調に増えていますが、津波により多くの車両が流出

した事で車両が新しくなり、BDFを使用できる車両が少なくなった為に、震災前の軽油使用量の削減

は厳しい状況になっていますが、全台のフォークリフト及び構内車両にはBDFを利用しています。

《アイドリングストップの推進》
休憩時間や作業時にアイドリングストップを行い燃料削減活動を推進しています。

　　

環境保全活動
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アイドリングストップによる燃料削減

１台目の新長期排出ガス規制車両

尿素水タンク

メーカーにより異なりますが、新長期排出ガス規制までは、尿素水を使って排気ガス中の窒素酸化

物(NOx)を浄化する装置が取り付けられていますが、弊社の大型タンクローリー２台はノ－トラブル

で走行しています。

≪廃食油を原料とした燃料(ＢＤＦ)100％で快走≫
２台とも静岡県までの長距離を定期的に走行しています
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２台目の新長期排出ガス規制車両

BDFを利用しています



2012年度のBDF年間使用量は、ディーゼル車両全体の使用量に対し43％回復しましたが、震災前まで

のCO２削減量は大変厳しい状況にある事から、今後の課題として、車両のみではなくBDFを精製する製

造ラインでの削減活動を推進して行きたいと思っています。

津波で流されたバイオディーゼル（BDF）給油所の復旧は、今

年度の目標に掲げ、無事完成する事が出来ました。

また、地震による停電の時、発電機でテレビをつけ大画面で

津波情報を収集できた発電機も再度購入し、また何時来るか

分からない災害時にも対応出来るようになりました。

2012年度からＢＤＦの販売を本格的に開始する事が出来ました。また既存のお客様だけでなく県内の

震災廃棄物処理施設で作業する一部の重機やトラックにＢＤＦを給油開始し、多少ではありますがＣＯ２

削減活動に協力しています。

ＣＯ２の排出削減
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用する事とアイドリングストップにより、ＣＯ２削減活動等を行っています。
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震災により、第１工場の街灯をLEDに替えた

効果や第２工場の中間処理作業業務の変化

に伴う効果により、購入電力の使用量は４年

前と同じ使用量まで減らす事が出来ました。

BDFを燃料とした発電機により

　第１工場にＬＥＤが取り 給油時に使用する電気を削減

　付けられているのは、 しています。

　まだ一部なので、今後

　の課題としています。

震災後、夜間におけ

る防犯の意味で取

付けています。
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今年度より、改めて再開

しました事業系一般廃棄

物の管理でしたが、リサイ

クル率が99.6％にとどま

り、弊社のゼロエミッショ

ンを達成する事が出来ま

せんでした。

以前有りました炭化処理

機などが無い中での活動

で、残念ながら一歩及ば

ずでした。

今後の課題を調査しなが

ら達成へ向けて推進して

まいります。
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平成25年8月1日現在
1 産業廃棄物中間処理施設技術管理士 ２名 17 フォークリフト ２８名

2 収集運搬業の許可申請に関する講習 ２名 18 地下タンク等定期点検技術者 １名

3 処分業の許可申請に関する講習 １名 19 有機溶剤作業主任者 ７名

4 内部環境監査員外部講習修了者 １４名 20 特定化学物質等作業主任者 ５名

5 特別管理産業廃棄物管理責任者 １０名 21 第一種衛生管理者 ３名

6 危険物乙種(４類) ３４名 22 甲種防火管理者 １名

7 危険物乙種(１類・３類・６類) １名 23 ７名

8 危険物丙種 ３名 24 ２級ボイラー技士 ２名

9 安全運転管理者 ２名 25 小型ボイラー技士 ３名

10 運行管理者 ２名 26 職長・安全衛生責任者教育終了 １名

11 小型移動式クレーン ７名 27 車両系建設機械（整地運搬積込及び掘削） ３名

12 床上操作式クレーン ４名 28 高所作業車運転技能 １名

13 移動式クレーン １名 29 ガス溶接技能 ７名

14 クレーン５ｔ未満 １名 30 電気工事士 １名

15 玉掛け １２名 31 ｅｃｏ検定(環境社会検定試験) ７名

16 毒物劇物取扱者 ３名 32 救命技能 １４名

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者

資格取得者

2012年度環境目標の達成状況 ○（90%以上）＝達成 ×＝未達



・第１回社内研修会 　平成２４年６月３０日（土）

～交通安全教育及び被災事業所従業員のメンタルヘルスについて～

①車両を運転する全ての人を対象に、交通ルールの遵守と正し

　い交通マナーを習慣づけるとともに、交通事故ゼロを目的と

　して、地元管轄の交通課長様から、交通事故発生状況および

　震災前後に関する事故の分析等についてお話を伺いました。

　

②大震災から１年３ヶ月が経過し、震災当時には気づかない

　「遅延性」のストレスがある。被災企業従業員のメンタルヘ

　ルスケアが不足している事と、今後に役立てて頂くように、

　専門の講師を招きアンケートを募りました。

・第２回社内研修会 　平成２４年９月２９日（土）

～廃液漏洩の緊急事態対応及び労働安全衛生法について～

①構内車両の新設及び新入社員増員のため、緊急事態対応をスピーディーかつ確実に行えるように

　手順の見直しを行うための訓練を目的としました。

②日常や業務の中で、危険を及ぼす確率

　 や労働安全衛生法について、クイズから

　 学び、日々の業務の中で不安全行動に

　 ならぬよう危険を察知できるようにする事

　 を目的としています。

・第３回社内研修会 　平成２４年１２月２２日（土）

～放射能・放射線について理解を深める～

放射能の基本的な知識、特徴、リスクを正しく

知り、正しく怖がり、正しく向き合っていくことを

目的としています。

過剰な心配や不安をなくし、風評被害に左右

されない様にして頂く。しかしながら気を付け

る事には充分に気を払い、家族にも正しく怖

がらせる事を伝えましょう。　

社内全体研修

教育・訓練

ウエスで拡大防止 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞをあげて側溝掃除 ﾀﾞﾝﾊﾟｰ車で分離槽前の洗浄水を吸引 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｷﾝｸﾞ

放射性物質の半減期 被ばく線量とがんの増加率

問題を解いてみる

回答説明



平成２４年度の工場見学者数は、９５社・２３１名で、北は青森～南は沖縄の方々にお越し頂きました。見学

者の中には、排出事業者様の定例確認の他、県内の高等専門学校および商工会青年部等の方々には環境

教育の一環として、グリーン購入ネットワーク様、静岡県の同業者である産業廃棄物処理協同組合様などの

方々については、事業継続計画（BCP）の進め方について見学いただきました。また、県内の角田市環境フォ

ーラムに参加し、使用済みのてんぷら油からＢＤＦになるまでの流れを出展しました。

　平成１９年度から継続して、ＢＤＦ １００％の燃料で宮城

交通株式会社様の路線バスに使用して頂いております。

大震災により中断しておりましたが、平成２４年度からは

供給を再開しております。

〔過去の運行実績〕

平成１９年８月２４日出発式～１１月末 バス１両

平成２０年７月～１２月末 バス４両

平成２１年６月～１２月末 バス４両

平成２２年６月～１２月末 バス４両

平成２４年６月～１２月末 バス４両 　　写真は宮城県資源循環推進課ＨＰより引用

てんぷら油のリサイクル 　　次世代育成支援対策推進法
事業を通しての環境教育 　　に基づく基準適合一般事業
と地域貢献が認められ、 　　主の認定（くるみん認定）を
奨励賞を受賞しました。 　　受けました。

〖宮城県と宮城交通様が協力して、バイオディーゼル燃料をバスに使用しています〗

震災後も障がい者の雇用を推進し、社
会人としての自立支援を応援していま
す。

震災後は快適な休憩室を用意する事が
出来ませんでしたが、新品のコンテナハ
ウス（冷暖房付き）を用意する事が出来
ました。

沖縄県商工会青年部様

仙台工科専門学校様仙台高等専門学校様

静岡県産業廃棄物処理協同組合様名取市相互台公民館様

※社会貢献 近隣の福祉施設（みのり会）の就業体験

ＢＤＦ総使用量は１３７ｋℓ

角田市環境フォーラム



１、収集運搬車両の変更追加届出

２、第２工場　混合施設（移動式・固定式）追加許可

３、第２工場　圧縮施設（固定式）追加許可

４、事前協議　秋田県・青森県搬入時、放射性セシウム濃度の測定結果提出

５、約束事　１００ベクレル以下のリサイクル物搬入（三菱マテリアル岩手工場）

６、少量危険物貯蔵・取扱届出書　ＢＤＦ給油施設第１工場・第２工場

７、各部、法的チェックリストに基づいて、法的管理検査・自主的管理検査実施

ＫＹＴ活動は、主に生産部・運送部で継続的活動を行っております。アルコールチェックは運送部

で行い、自社を出発点としない場合には携帯用を持たせてチェックを行っています。

   アルコールチェック 　 生産部ＫＹＴ   休日にも役立つ２台の

  ウェブカメラ

１、災害から車両を守る為に、沿岸から約４ｋｍ離れた場所に新たな駐車場を新設しました。

２、７社において災害時における協定（おたがい様共助）を締結しました。事業施設の早期復旧

　　を図る上での支援提供および運搬業務・代替生産など事業継続を図る為の事業提携を早期

　　に行い、排出事業者様には御迷惑をお掛けしない体制を構築したいと考えております。

第４回更新審査の年で、審査機関より永年登録表彰を頂きました。しかしながら、４件の課題

が有りましたので、内部環境監査および環境パトロールの結果と合わせて、今後に大変役立

てられております。

SOx規制値（1.17m3Ｎ/h） NOx規制値180（volppm）

単位：ｋｇ

安心・安全をめざして

環 境 監 査

ISO14001:2004

JSAE387

EMS Accreditation
RE005

運送部ＫＹＴ



消防庁長官賞社団法人全国産業廃棄物連合会会長賞
地方優良事業所

表 彰

優良事業所表彰

１８年度

１７年度

１６年度

２０年度

社会福祉法人みの
り会様より、施設の

運営に協力した事
について感謝状を
頂きました。

交通事故防止の重要性を

認識し職場一体となった交

通安全活動を認めて頂き

ました。

県知事様より、女性の能力発揮の
促進に積極的な取り組みをしてい

る事業所として頂きました。

２１年度
リ
コ
ー
様
か
ら
産

業
廃
棄
物
の
優
良

処
理
業
者
に
認
め

ら
れ
認
定
証
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

危険物の安全管理や保安に関する施設の
推進活動を認めて頂きました。産業廃棄物の適正な処理活動を認めて頂きました。

２２年度

２３年度

知的ハンディを持
つ人たちのため社

会福祉の増進へ協
力した事にいて感
謝状を頂きました。

「ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ・ｱｸｼｮﾝ推進事業」
女性の登用・職域拡大部門賞

１９年度
名
取
市
の
環
境
活
動

に
支
援
し
た
事
に
よ

り
、
名
取
市
長
様
よ

り
感
謝
状
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

世界最大の非営利組織団体（ＢＣＩ）からロン

ドンで開かれた総会で、ＢＣＰの効果的な発

動により災害などによる被害を乗り切ったと

して最優秀賞に選ばれました。

２４年度

危険物の安全管理並び
に災害防止に関する事

業を積極的に推進し保
安体制の確立に貢献し
たことについて表彰され

ました。

全国危険物安全協会

ｸﾞﾘｰﾝ購入ﾈｯﾄﾜｰｸ

環境保全の重要性を認
識され、ｸﾞﾘｰﾝ購入を率

先して推進した事に対し
頂きました

十年以上にわたりＥＭＳ
認証の維持・向上に努

め、その発展に貢献した
事に対し頂きました。

事業継続推進機構

ＢＣＡＯアワード２０１１に
おいて事業継続への実

践的な取り組みが認め
られ頂きました。

優秀実践賞

永年登録表彰

審査員奨励賞

宮城県警察・安全運転管理者協会

安全運転管理者会交通事故防止対策
コンクール活動に対し頂きました。

創
業
５
０
周
年
を
向
か

え
、
仙
台
市
長
様
・
仙
台

商
工
会
議
所
会
頭
様
連

名
で
、
お
祝
い
の
記
念
品

を
頂
戴
し
ま
し
た
。



ＢＣＰ（事業継続計画）

ＢＣＰ（Business Continuity Plan）は企業が災害や事故などの不測の事態を想定して、

事業継続の視点から対応策をまとめたもの。

自社の業務プロセスが抱えるリスクと影響を洗い出す。そのうえで優先的に復旧すべき

業務とそれに必要な設備やシステムを明らかにし、重要業務への影響を最小限に抑え、

速やかに復旧・再開出来る様に目標復旧時間の設定や復旧手順を予め策定しておく

行動計画のことです。

〶981-1201

---発行　2013年9月　ＩＳＯ事務局---

株式会社オイルプラントナトリ

宮城県名取市下増田字広浦５２番３号

TEL 022-382-2713 FAX 022-384-0946

E-mail：opn-amenity＠msf.biglobe.ne.jp

植物は、成長過程で光合成によって二酸化炭
素を吸収することから、バイオ燃料は二酸化炭
素の増減に影響を与えないと考えられていま
す。
これにより循環サイクル（カーボンニュート

ラル）が実現します。

ＢＤＦ

使用後廃棄処分

植物から油が作られ

廃食油からＢＤＦを製造

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車両が走ります

車が走るとＣＯ２発生

CO2を吸収して植
物が育ちます!!

×

弊社では、資源の燃料化をコンセプト
に廃棄物の再資源化に取り組み、平成
16年よりバイオディーゼル燃料化製造
に取り組んでいます。この事業を通じ
て、県内の市町村や企業、地域の小学
生から大学生、地域住民を対象に「て
んぷら油のリサイクル」をテーマにし
た環境教育を実施し、宮城県と一体に
なってバイオディーゼルの普及に努め
ています。


